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SDGs 各種産業分野でのファインバブル技術の社会実装化事例

テーマ：野菜(レタス)栽培でのファインバブル技術応用
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agriGaLFを用いた水耕栽培の概略図 水の違いによるレタスの根の成⾧過程

・気候変動による野菜の生育不良

・人口増大による食糧不足

植物の根は呼吸を行い養水分を吸収する組織であり、根が伸張していくには空気(酸素）が必要である。

レタスの成⾧を促進する為に、UFBを生成することで、水中の酸素濃度を高濃度化する。

agriGaLFでUFBを生成し、水中の酸素濃度を高濃度化することで、レタスの根や葉の成⾧が促進された

ことが確認された。

GaLF式(加圧溶解式）の装置を選定。

水に圧力をかけて空気(酸素)を溶け込ませることで、溶存酸素量を上げることが出来る。

■根の成⾧差(agriGaLF水/水道水）：147%

■葉の成⾧差(agriGaLF水/水道水）：271%

※根、葉ともに播種後栽培日数50日目での比較


